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改版履歴 

 

版数 改版 内容 

1.0 2019.4 新規作成 

2.0 2020.4 バージョンアップに伴い改版 

3.0 2021.4 バージョンアップに伴い改版 

4.0 2022.4 バージョンアップに伴い改版 

システム定義ファイルの下限値の記載を変更 

（システム定義ファイルの設定例） 

・TimeDiskFault、TimeLinkDown、TimeInqInterval、TimeDiskStall 

Srgadminの追加オプション（-c param）の記載を追加 

5.0 2023.4 バージョンアップに伴い改版 

6.0 2024.4 バージョンアップに伴い改版 

9.4. 障害解析情報の採取 

採取手順についての記載を更新 

7.0 2025.4 バージョンアップに伴い改版 

8.0 2026.4 バージョンアップに伴い改版 

4.6. オンラインバックアップについて 

  オンラインバックアップ時の運用手順についての記載を追加 

4.7. 保全したファイルの削除運用について 

保全したファイルの削除運用についての記載を追加 
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はしがき 

 

本書は、CLUSTERPRO MC StorageSaver 2.11 for Windows (以後 StorageSaver と記載します)の 

NAS装置監視に関する設定について記載したものです。 

 

 

（１） 商標および登録商標 

 

✓ Dell Technologies および Dell Technologies が提供する製品およびサービスにかかる商標は、米国 Dell 

Technologies Inc. またはその関連会社の商標または登録商標です。 

✓ CLUSTERPRO は、日本電気株式会社の登録商標です。 

✓ その他記載の製品名および会社名は、すべて各社の商標または登録商標です。 

✓ なお、本書ではⓇ、TMマークを明記しておりません。 

 

 

（２） 参考ドキュメント 

・ 『CLUSTERPRO MC StorageSaver 2.11 for Windows インストールガイド』 

・ 『CLUSTERPRO MC StorageSaver 2.11 for Windows リリースメモ』 

・ 『CLUSTERPRO MC StorageSaver 2.11 for Windows イベントログメッセージ一覧』 
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（３） 本リリースの強化点について 

StorageSaver 2.11 (2026年4月出荷版) では、下記の機能を強化しています。 

・ オンラインバックアップに対応しました。 

・ 障害発生時にトレースログファイルを保全する機能を追加しました。 

 

（４） これまでの強化点について 

StorageSaver 2.4 (2019年4月出荷版) では、下記の機能を強化しています。 

・ NAS装置の監視機能をサポートしました。 

 

NAS装置に関して、以下の項目の監視を実施します。 

- 共有名の参照可否 

 

また、監視可能なNAS装置のプロトコルは、以下となります。 

- SMB 

- NFS 

 

・ コードワードが未登録でもインストールできるようになります。 

従来の StorageSaver では、インストール時にライセンスをチェックするため、 

事前にコードワードの登録が必要でした。 

本リリースからは、コードワードが未登録でもインストールが可能となりました。 

その場合、コードワードはインストール後に登録してください。 
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1. 製品の概要 

1.1. 製品概要について 

（１） 製品の提供する主な機能 

本製品は、NASリソース(監視対象サーバーの共有リソース、以後、NASリソース と記載します)の 

状態を定期監視します。 

NASリソースの異常を検出すると障害レポートを通知し、さらにクラスターウェアと 

連携しノードを切り替えることでクラスターシステムでの可用性を向上させます。 

 

・   NASリソース監視機能 

NAS装置に対して、リソースの監視を実現します。 

・ SMBリソースの共有名監視 

・ NFSリソースの共有名監視 

 

リソースの監視は、以下のコマンドを利用して実施します。 

・ SMBリソースの共有名監視 

→ net コマンド(view サブコマンド) 

・ NFSリソースの共有名監視 

→ showmount コマンド 

 

・   クラスターウェア連携機能 

NASリソースの異常により、ユーザーデータへのアクセスができなくなると、 

クラスターウェアと連携し、パッケージの移動やノード切り替えにより業務の継続的な運用を実現します。 

 

注意:本機能は、クラスターウェアが導入されたクラスターシステムで使用可能です。 

 

・   運用管理機能 

NASリソースの監視状態の表示や復旧といった運用管理機能をコマンドインタフェースで提供します。 

 

・   プロセス監視機能 

本製品で提供するデーモンプロセスやリソース監視コマンドの動作状態を監視し、 

異常を検出すると自動的に再起動します。これにより、継続的なリソース監視を実現します。 
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1.2. 製品の構成について 

（１） StorageSaverは、下記のコンポーネントにより構成されます。 

 

(a) StorageSaver 

NAS装置のリソース監視を行う機能です。 

下記のデーモンプロセスおよびコマンドにより構成されます。 

・ Srgd.exe  リソース監視デーモン 

・ Srgping.exe  リソース監視モニター 

・ Srgnping.exe NASリソース用監視モニター 

・ Srgadmin.exe  運用管理コマンド 

・ Srgstat.exe  クラスターウェア連携用コマンド 

・ Srgwatch.exe  プロセス監視デーモン 

・ Srgrecover.exe  構成復旧コマンド 

・ PWGenerator.exe パスワード変換コマンド 

 

 

下記のディレクトリを使用します。 

・ 実行形式ディレクトリ 【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥bin 

・ 設定ファイル管理ディレクトリ 【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥conf 

・ ログ管理ディレクトリ 【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥log 
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1.3. 製品導入に関する注意 

本製品は、HW 構成、SW 構成、運用環境によってはご利用いただける機能が制約される場合があります。 

導入にあたっては、十分な検証を実施してください。 

 

サポート範囲は下記のとおりです。 

 

下記プロトコルをサポートしたNAS装置およびサーバー 

SMB ( SMB 1.0 / 2.0 / 2.1 / 3.0 ) 

※サポートするSMBのバージョンは、StorageSaverを導入するサーバーのOSのバージョンに 

  依存します。 

 

NFS ( NFS v2 / v3 / v4 / v4.1 ) 

※サポートするNFSのバージョンは、StorageSaverを導入するサーバーのOSのバージョンに 

  依存します。 

 

    

上記以外のNAS装置を接続、監視する場合は、開発部門までお問い合わせください。 
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2. 製品の機能 

2.1. NASリソース監視概要 

NASリソースに対して、定期的にコマンドでの問い合わせを行うことで、NASリソースの障害を早期に 

検出します。コマンドでの問い合わせで異常を検出したNASリソースについては、障害状況をレポートし、 

障害の波及を防止するために、ノード切り替え等コンフィグレーションで規定されたアクションを実行します。 

 

（１） 対象となるリソースについて 

設定ファイルに登録された以下のNASリソースが監視対象となります。 

 

- SMBプロトコル接続のリソース 

- NFSプロトコル接続のリソース 

 

対応しているプロトコルとそのバージョンは以下のとおりです。 

 

- SMB ( SMB 1.0 / 2.0 / 2.1 / 3.0 ) 

- NFS ( NFS v2 / v3 / v4 / v4.1 ) 

 

 

（２） 監視可能な項目について 

共有名監視 

共有名の参照可否を監視します。 

共有名監視で異常を検出した場合は、発生要因として以下の障害が考えられます。 

・ ネットワーク機器障害 

・ 共有先の共有解除 

・ 共有先の共有停止 

・ ディスク装置本体の故障 

 

（３） 監視方式について 

         共有名監視 

定期的に監視コマンドを発行し(デフォルト 30秒)、共有名の参照可否を監視します。 

一定期間(デフォルト 90秒)共有名の参照不能となった場合に、障害を検出し、 

通知を行います。 

 

使用する監視コマンドは、以下のとおり。 

① SMBリソースの共有名監視 

- net コマンド ( view サブコマンド ) 

② NFSリソースの共有名監視 

- showmount コマンド 

 

（４） NASリソースの状態管理について 

NASリソースに対するコマンド発行結果として、以下の状態をレポートします。 

- UP 

NASリソースに対するコマンド発行が正常終了し、 

共有名の参照が正常である状態です。 

- DOWN 
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NASリソースに対するコマンド発行が異常となり、 

共有名の参照が異常である状態です。 

(共有名が参照できない)  

 

PKGレベルのステータスとして以下の状態をレポートします。 

- UP 

PKG全体(配下のNASリソース全部) が正常に動作している状態です。 

- DOWN 

PKGの一部(配下のNASリソース) に異常があり、利用不可な状態です。 

 

 

  



 
 

6 
 

2.2. NASリソースの監視方式について 

（１） 共有名監視 

特定のサーバーに対し、定期的に監視用コマンドを発行して、共有名の参照可否を検査します。 

監視用コマンドにて取得した共有名のリストから、監視対象が見つからなかった場合や、 

監視用コマンドが正常終了しない、または、タイムアウトした場合は、共有名が参照不可と 

判断し、障害と判定します。 

 

 
 

● NAS監視の正常なシーケンスは以下のような動作になります。 

 

共有名監視の障害判定時間  :   

 TimeSharedNameMonitorError 

: 90(秒) 

NASリソース監視間隔 :   

NasMonitorInterval 

:30(秒) 
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（２） 共有名監視で障害を検出 

監視コマンドにより、一定期間共有名の参照が不可となった場合に障害レポートを通知します。 

たとえば、共有名の共有解除・共有停止、ネットワーク障害 などが該当します。 

 

 

● NAS共有名監視で異常を検出すると以下のような動作になります。 

 

共有名監視の障害判定時間 :  

TimeSharedNameMonitorError 

: 90(秒) 

NASリソース監視間隔 :  

NasMonitorInterval 

: 30(秒) 

  

 

 

  



 
 

8 
 

 

2.3. 監視で異常を検出すると 

NASのリソース監視で異常を検出すると、イベントログに通知します。 

その後、コンフィグレーションで指定されたアクションを実行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アクションは、以下から選択できます。 

 

① アクションなし 

② クラスターウェア連携コマンド(Srgstat.exe)によるノード切り替え 

③ OSの強制停止によるノード切り替え 

 

②、③はノードを切り替えが発生します。 

 

 

  

カード障害 

ネットワーク障害 

NWカードレベルで 

障害を検出 

ネットワーク機器での 

障害を検出 

network 

NAS 
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（１） ノードを切り替えについて 

この機能は NWカードやNWスイッチなどの故障で、NASリソースが利用できなくなり、 

業務の続行が不可能な状況に陥った場合に実行中の業務を待機ノードに切り替えます。 

クラスターウェアにより構築されたクラスターシステムで利用可能です。 

 

 

 
 

 

  

network 

カード障害 

 

共有名の参照が不可能になると、 

待機ノードへ切り替えることで、業務を継続します。 

システム 

停止 

ノード切替 

NASサーバー 

NAS 

NASサーバー 

NAS 

network 

待機系 稼動系 稼動系 待機系 

pkg 1 

pkg 1 

pkg 2 
pkg 2 

ネットワーク障害 
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2.4. オンライン保守機能 

（１） オンライン保守機能の目的 

本製品は、Windows に接続されたNASリソース監視のオンライン保守を円滑に行うために 

専用のコマンドを提供します。 

 

（２） オンライン保守ユーティリティの機能 

本製品の提供する機能は以下のとおりです。 

 

・ NASリソースの構成復旧機能 

NASリソースに対して、すべてまたはサーバー単位で構成復旧を実行します。 

 

・ 状態表示機能 

NASリソースの運用状態を表示します。 

 

 

2.5. クラスターウェアとの連携機能について 

本製品の提供するクラスター連携機能を導入することで、クラスターウェアで構築した 

クラスターシステムで高速なノード切り替えが実現できます。 

 

以降、本製品ではクラスターウェア製品として、CLUSTERPROを例に説明します。 

 

NASリソースの障害検知時においてノードを切り替える手段として以下の手法があります。 

 

① CLUSTERPRO Xのカスタムモニタリソースにクラスターウェア連携デーモン(Srgstat.exe)を 

登録する方式 

 

具体的な連携の設定手順については、後述の "5. CLUSTERPROとの連携" を参照してください。 

  



 
 

11 
 

3. 設定ファイル 

3.1. 本製品の導入 

（１） インストール 

 ストレージシステムの監視を行うには、StorageSaver のインストールが必要です。 

 

※インストール手順についての詳細は、  

「CLUSTERPRO MC StorageSaver 2.11 for Windowsインストールガイド」を参照してください。 

 

（２） セットアップ 

NASリソースを監視するには、設定ファイルの作成が必要です。 

設定ファイルは 【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥conf  配下に作成します。 

ファイル名は以下のとおりで、サンプルファイルが 

【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥conf¥sample 配下に提供されています。 

 

- システム定義ファイル ( srg.config ) 

ノード一意で使用する設定を定義したファイルです。 

 

- NAS監視用システム定義ファイル( srg.nas ) 

NASリソースの監視設定との論理構成を定義したファイルです。 

 

設定ファイルの作成手順の詳細は、"3.3. 設定ファイルの作成方法" を参照してください。 

 

注意:SAN環境(FC,SCSI、iSCSI)の監視とNAS環境(SMB、NFS)の監視を混在して 

実施する場合は、事前にSANの監視設定を実施してからNASの監視のセットアップを 

行ってください。また、その際は、システム定義ファイル(srg.config)はSAN環境のものと 

兼用のため、改めて設定する必要はありません 
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3.2. 設定ファイルの記述 

（１） システム定義ファイル の設定について 

設定ファイル名は以下のとおりです。 

 

【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥conf¥srg.config  

 

以下にNASリソース監視で使用するキーワードを記述します。 

 

項目 説明 

  
DailyCheckTime 障害の発生している NAS装置の共有リソースを イベントログ へ定期通知する

時刻を指定します。 

指定値は 0～23、デフォルト 10(10:00)です。 
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（２） NAS監視用システム定義ファイルの設定について 

設定ファイル名は以下のとおりです。 

【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥conf¥srg.nas  

 

以下に使用するキーワードを記述します。 

 

項目 説明 

 

< システム定義 > 

NasMonitorInterval NASリソースの監視間隔を指定します。 

デフォルト 30秒 

  

SharedNameMonitorCmdTimeout 共有名監視用コマンドのタイムアウト時間を指定します。 

NasMonitorIntervalの設定値より小さな値を 

設定してください。デフォルト 20秒 

  

TimeSharedNameMonitorError 共有名監視での障害検出時間を指定します。 

共有名監視用のコマンドが失敗し始めてから 

障害と判定する時間を指定します。 

NasMonitorIntervalの設定値より大きな値を 

設定してください。デフォルト 90秒 

  

NasDownAction NASリソースの障害検出時のアクションを指定します。 

 ServiceCmdDisable アクション指定なし。デフォルトです。 

syslogファイルに障害情報を通知します。 

 ServiceCmdEnable クラスターウェア連携用コマンド(Srgstat.exe)を使用して 

クラスターウェアと連携することでノードを切り替えます。 

 TocExec システムメモリダンプを採取し、OSを強制停止することで 

ノードを切り替えます。 

  

SrgnpingLogSize NAS リソース監視モニターのログファイルのサイズを Mbyte 単

位で指定します。 

指定値は 1Mbyte ～ 10Mbyte、デフォルト 5Mbyte 

  

< 構成定義 > 

[リソース情報] NASリソースの論理的な構成を指定します。 

 

PkgName パッケージ名を指定します。 

パッケージ名は、64文字以内の一意の文字列としてください。 

クラスターウェアと連携する場合は、クラスターウェアで 

規定されたパッケージ名を指定します。 

  

IPAddress 監視対象のNASサーバーの IPアドレス(IPv4形式のみ)、 

および、NASサーバーにWindowsログインするためのユーザーID、パスワードを 

指定します。 

 

[ 指定方式 ] 

    IPAddress  監視対象 IPアドレス  ユーザーID  パスワード 

監視対象 IPアドレス 監視対象の IPアドレスを指定します。 

ユーザーID ユーザーIDを指定します。 

※管理者権限を有するユーザー 
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パスワード 符号化されたパスワードを指定します。 

符号化機能(PWGenerator.exe)を使用し、※1 

通常入力するパスワードの符号化文字を導き出し、 

その文字列を指定します。 

※管理者権限を有するユーザーのパスワード 

  

Protocol 監視を行うNASリソースのプロトコルの種類を指定します。 

SMB 監視対象が SMB の場合に指定します。 

NFS 監視対象が NFS の場合に指定します。 

   

SharedName NASリソースの共有名を指定します。 

例) SMBリソース 

    public 

例) NFSリソース 

    /home/nfs 

 
※1 符号化機能 

【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥bin¥PWGenerator.exe -e password 

        -e オプション(指定された文字を符号化する)を使用して、符号化した文字列を表示します。 

 

（３） 設定ファイルの設定例 

 

[システム定義ファイル] 

 

############################################################## 
# User Config Area  
############################################################## 
 
# TestI/O interval timer for Disk is failed (seconds) 
#  Disk status changes fail between this timer 
# minimum = 6, default = 60 
TimeDiskFault  60 
 
# FC linkdown detected timer value (seconds) 
# minimum = 6, default = 180 
TimeLinkdown  180 
 
# TestI/O(Inquiry) interval timer value (seconds) 
#  exec normal TestI/O for PV between this timer 
# minimum = 1, max = 86400(1day), default = 20 
TimeInqInterval  20 
 
# TestI/O(TestUnitReady) interval timer value (seconds) 
#  exec normal TestI/O for Disk between this timer 
# minimum = 0, default = 180. 0 mean TestUnitReady not run 
TimeTurInterval  180 
 
# TestI/O fault action 
# select ActionNone(default), BlockPath 
TestIOFaultAction   ActionNone 
 
# disk fault action  
# select ServiceCmdDisable(default), ServiceCmdEnable, TocExec 
DiskFaultAction  ServiceCmdDisable 
 
# TestI/O use flag 
# used = ENABLE(default) : unused =  DISABLE 
TestIOUse  ENABLE 
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# Auto recovery flag 
#       used = ENABLE : unused = DISABLE(default) 
AutoRecovery  DISABLE 
 
# TestI/O mode 
# select Inq,InqTurRead,Read,InqTur(default) 
TestIOMode  InqTur 
 

# Srgping trace log size 

# minimum = 1, max = 200, default = 100 

SrgpingLogSize   100 

 
################################ 
# For STSINFO 
################################ 
 
# Monitor intermittent fault. 
# monitor = ENABLE : not monitor = DISABLE (default) 
#TIOMonitor DISABLE 
 
# Set the file path for log directory (for output). 
# The path is full set. 
#TIOFilePath C:¥Program Files¥HA¥StorageSaver¥log 
 
# Size (M byte) of backup file. 
# minmum = 1, default = 1 
#TIOFileSize 1 
 
############################################################## 
# Development Config Area  
#   do not touch this field 
############################################################## 
 
# srgping status check timer (seconds) 
# default = 10 
BaseTimer  10 
 
# I/O stall interval timer for Disk is failed (seconds) 
#  Disk status changes fail between this timer 
# minimum = 6, default = 360. 0 mean I/O stall nocheck. 
TimeDiskStall  360 
 
# Disk stall find action  
# select ServiceCmdDisable(default), ServiceCmdEnable, TocExec 
DiskStallAction  ServiceCmdDisable 
 
# Wait I/O for spt driver timer value (seconds) 
#  wait TestI/O between this timer 
# minimum = 1, default = 5 
WaitTestIOInterval 5 
 
# Daily check time for check Disk status (o'clock) 
# default = 10 
DailyCheckTime  10 
 
# Disk status sync flag 
#  used = ENABLE(default) : unused = DISABLE 
ExecSyncEnable  ENABLE 
 
# TestI/O(Read) interval timer value (seconds) 
#  exec normal TestI/O for Disk between this timer 
# minimum = 0, default = 180. 
TimeReadInterval 180 
 
# Test I/O mode change MPIO or SCSI 
# MPIO = ENABLE, SCSI = DISABLE(default) 
TestIOModeMPIO  DISABLE 
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# TocExec Level 
# Poweroff and Force = 1, Shutdown and Force = 2 
# Poweroff and Forceifhung = 3, Shutdown and Forceifhung = 4(default) 

TocExecLevel  4 
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[NAS監視用システム定義ファイル] 

 

######################################################################## 

# StorageSaver                                                                  # 

# NAS Resource Configuration file                                                  # 

######################################################################## 

 

######################################################################## 

# NAS Config  Area                                                             # 

######################################################################## 

NasMonitorInterval                  30 

SharedNameMonitorCmdTimeout    20 

TimeSharedNameMonitorError       90 

NasDownAction                    ServiceCmdDisable 

SrgnpingLogSize                   5 

 

######################################################################## 

# Device Config Area                                                             # 

######################################################################## 

#PkgName      set resource name for cluster 

#IPAddress      set NAS ip address (IPv4 format) 

#               specify the following as a parameter 

#                 (UUUU) UserID    - NAS Server Logon User ID 

#                 (PPP)  Password  - NAS Server Logon Encrypted Password 

#Protocol        select protocol (NFS or SMB) 

#SharedName   set shared name 

 

PkgName     pkg1 

# SMB Protocol Server 

IPAddress   192.168.100.100  administrator  UUU123ABC456 

Protocol    SMB 

SharedName  SMB1 

SharedName  SMB2 

# NFS Protocol Server 

IPAddress   192.168.100.101  administrator  TTT987AAA654 

Protocol    NFS 

SharedName  /NFS1 
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3.3. 設定ファイルの作成方法 

設定ファイルの作成方法について、説明します。 

設定ファイルの作成手順は、次のとおりです。 

 

(1) 設定ファイルテンプレートの作成 

(2) システム定義ファイルの編集 

(3) 共有名の確認 

(4) NAS監視用システム定義ファイルの編集 

 

それでは、手順について説明します。 

 

（１） 設定ファイルテンプレートの作成 

⚫ NASリソースの監視のみを行う場合 

システム定義ファイル( srg.config ) 、NAS監視用システム定義ファイル( srg.nas ) の 

サンプルファイルを実行環境にコピーし、設定ファイルのテンプレートを作成します。 

 

設定ファイル管理ディレクトリ( 【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥conf )に 

以下のサンプルファイルをコピーしてください。 

【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥conf¥sample¥srg.config 

【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥conf¥sample¥srg.nas 

 

⚫ FC/SCSI接続のディスク監視とNASリソースの監視を併用する場合 

NAS監視用システム定義ファイル( srg.nas ) のサンプルファイルを実行環境にコピーし、 

設定ファイルのテンプレートを作成します。 

 

設定ファイル管理ディレクトリ( 【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥conf )に 

以下のサンプルファイルをコピーしてください。 

【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥conf¥sample¥srg.nas 

 

※FC/SCSI接続のディスク監視の設定は、本手順の前に実施してください。 

設定手順については、以下のマニュアルを参照ください。 

「CLUSTERPRO MC StorageSaver 2.11 for Windows ユーザーズガイド」 

 

（２） システム定義ファイル( srg.config ) の編集 

システム定義ファイル( srg.config ) の設定項目の中でデフォルト値から項目値を変更する場合は、 

システム定義ファイル( srg.config ) の編集を行います。 

※デフォルト値で使用する場合、または、FC/SCSI接続のディスク監視の設定を 

行っている場合は、本手順は不要です。 

 

システム定義ファイル( srg.config ) の設定項目の内、NASリソースに関連する項目は 

以下の項目となります。 

 

・DailyCheckTime 
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（３） 共有名の確認 

コマンドを実行して、監視対象に設定する共有名を確認します。 

確認手順は監視対象のプロトコルによって異なります。 

該当するプロトコルの手順で確認してください。 

 

⚫ SMBプロトコルの場合 

netコマンド( view サブコマンド )の実行結果により、共有名を確認します。 

実行するコマンドは、以下のとおりです。 

 

net␣view␣<監視対象 IPアドレス> 

 

なお、共有名を確認する 監視対象 IP アドレス に対しては、接続操作として事前にログイン 

( net use コマンド )を行う必要があります。 

net␣use␣¥¥<監視対象 IPアドレス>␣/USER:<監視対象 IPアドレス>¥<ユーザー>␣<パスワード> 

<ユーザー>  : <監視対象 IP アドレス>にWindowsログインするときのユーザー 

<パスワード> : <監視対象 IP アドレス>にWindowsログインするときのパスワード 

※Windowsログインのユーザーは、管理者権限を有するユーザーを指定する必要があります。 

 

>net use ¥¥192.168.10.10  /USER:192.168.10.10¥user1 pass1 

コマンドは正常に終了しました。 

>net view 192.168.10.10 

192.168.10.10 の共有リソース 

 
 

共有名            タイプ  使用  コメント 

 
------------------------------------------------------------------------------- 
smb1             Disk 
smb2             Disk 
 
 

 

 

⚫ NFSプロトコルの場合 

showmountコマンドの実行結果により、共有名を確認します。 

実行するコマンドは、以下のとおりです 

 

showmount␣-e␣<監視対象 IPアドレス> 

 

なお、共有名を確認する 監視対象 IP アドレス に対しては、接続操作として事前にログイン 

( net use コマンド )を行う必要があります。 

 

net␣use␣¥¥<監視対象 IPアドレス>␣/USER:<監視対象 IPアドレス>¥<ユーザー>␣<パスワード> 

<ユーザー>  : <監視対象 IP アドレス>にWindowsログインするときのユーザー 

<パスワード> : <監視対象 IP アドレス>にWindowsログインするときのパスワード 

共有名 



 
 

20 
 

※Windowsログインのユーザーは、管理者権限を有するユーザーを指定する必要があります。 

 

>net use ¥¥192.168.10.11  /USER:192.168.10.11¥user1 pass1 

コマンドは正常に終了しました。 

>showmount -e 192.168.10.11 

エクスポートの一覧 192.168.10.11: 

/home/nfs               (noone) 
/home/nfs2              (noone) 

 

 

  

共有名 
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（４） NAS監視用システム定義ファイル( srg.nas )の設定を行う。 

(A) NAS Config Area の設定 

NAS監視における監視パラメーターをデフォルト値から変更する場合は、 

NAS監視用システム定義ファイル( srg.nas ) の編集を行います。 

※デフォルト値でご使用になる場合は、(B)へ進んでください。 

 

(B) Device Config Area の設定 

(3)で確認した共有名を 

     NAS監視用システム定義ファイル(srg.nas)に記載していきます。 

 

監視対象の情報を記載する際の注意事項 

・PKG名は設定ファイル内で一意である必要があります。 

・同一PKG内で、同じ IPアドレス記載することはできません。 

同一サーバー内(同一 IPアドレス)で複数のプロトコルおよび共有名を監視する場合は、 

 配下にまとめて記載してください。 

※PKGが違う場合は、登録可能です。 

 

設定例については、下記をご覧ください。 

 

         [ NAS監視用システム定義ファイル 設定例 ] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

############################################################## 

# Device Config Area                                                  # 

############################################################## 

#PkgName      set resource name for cluster 

#IPAddress      set NAS ip address (IPv4 format) 

#               specify the following as a parameter 

#                  (UUUU) UserID     -  NAS Server Logon User ID 

#                  (PPP)  Password   -  NAS Server Logon Encrypted Password 

#Protocol        select protocol (NFS or SMB) 

#SharedName   set shared name 

 

PkgName                             nas001 

IPAddress                           192.168.10.15 

Protocol                           SMB 

SharedName                     smb1 

    Protocol                           SMB 

      SharedName                     smb2 

    Protocol                           NFS 

      SharedName                     /home/nfs 

  IPAddress                           192.168.10.20 

    Protocol                           SMB 

      SharedName                     smb3 

PkgName                              nas002 

  IPAddress                           192.168.10.15 

    Protocol                           NFS 

      SharedName                     /home/nfs2 

同一PKG内に、 

同一 IPアドレスは 

記載できません。 

同一サーバーで複数の 

リソースを監視する 

場合は、まとめて 

記載してください。 

同一 IPアドレスでも 

PKG が異なる場合

は、設定可能です。 
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4. 操作・運用手順 

4.1. 運用管理コマンドの操作手順 

（１） リソース監視の状態を表示します。 

 

> 【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥bin¥Srgadmin.exe  

(monitor status = TRUE) 
============================================== 
  protocol   : shared name  :  L status  :  P status 
============================================== 
PKG  :  nas001       :  up 
 SERVER   : 192.168.10.1 
  SMB      : smb1        : up        : up 
SERVER   : 192.168.10.2 

  NFS      : /home/nfs     : up        : up 
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> 【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥bin¥Srgadmin.exe  

(monitor status = TRUE) 
============================================== 
  protocol   : shared name  :  L status  :  P status 
============================================== 
PKG  :  nas001       :  up 
 SERVER   : 192.168.10.1 
  SMB      : smb1        : up        : up 
SERVER   : 192.168.10.2 

  NFS      : /home/nfs     : up        : up 

 

  

①  PKG の監視状態を表示します。  

 

up パッケージを構成するすべてのNASリソースが正常に動作している状態です。 

down パッケージを構成する NASリソースに利用不可のリソースがある状態です。 

 

②  NASリソースの論理ステータス( 管理状態 )を L status として表示します。 

表示 意味 

up 正常動作中 

down 障害状態 

--- 監視停止中 

 

③  NASリソースの物理ステータス( 共有名監視結果 )を P status として表示します。 

表示 意味 

up 正常動作中 

down 障害状態 

--- 監視停止中 

  

  

①PKGのステータス 

②NASリソースの論理ステータス 

③NASリソースの物理ステータス 

リソース監視の有効 / 無効を表示します 
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（２） 共有名監視で異常になるとステータスがダウン状態になります。 

 

> 【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥bin¥Srgadmin.exe 

(monitor status = TRUE) 
============================================== 
  protocol   : shared name  :  L status  :  P status 
============================================== 
PKG  :  nas001       :  up 
 SERVER   : 192.168.10.1 
  SMB      : smb1        : up        : down 
SERVER   : 192.168.10.2 

  NFS      : /home/nfs     : up        : up 
 

 

①  共有名監視で障害を検出すると、該当リソースのP status が down になります。 

 

 

TimeSharedNameMonitorError 経過後 

 

> 【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥bin¥Srgadmin.exe 

(monitor status = TRUE) 
============================================== 
  protocol   : shared name  :  L status  :  P status 
============================================== 
PKG  :  nas001       :  down 
 SERVER   : 192.168.10.1 
  SMB      : smb1        : down      : down 
SERVER   : 192.168.10.2 

  NFS      : /home/nfs     : up        : up 
 

 

①、② 共有名監視で障害を検出すると、障害発生から 

        TimeSharedNameMonitorError 秒後に、 

論理ステータスが down になります。 

③   さらに、PKGのステータスも down になります。 

 

 

 

  

③PKGのステータス 

②NASリソースの論理ステータス 

① NASリソースの物理ステータス 

① NASリソースの物理ステータス 
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（３） 機能制限中のリソース監視の状態表示について 

 

コードワードの登録なしに本製品をインストールした場合、インストールから 30 日を経過した後に 

StorageSaver の機能が制限され、障害を検知しなくなります。 

機能制限については、「4.4. 機能制限について」を参照してください。 

 

機能制限中にリソース監視の状態を表示した場合、最終行に機能制限中を示すメッセージ 

「Monitoring stop until activation succeeded.」を表示します。 

 

注意:機能制限中は障害を検出しないため、以下のステータスは実際の状態と異なる場合が 

あります。 

L status 
P status 
 

 

 

> 【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥bin¥Srgadmin.exe 

(monitor status = TRUE) 
============================================== 
  protocol   : shared name  :  L status  :  P status 
============================================== 
PKG  :  nas001       :  up 
 SERVER   : 192.168.10.1 
  SMB      : smb1        : up        : up 
SERVER   : 192.168.10.2 

  NFS      : /home/nfs     : up        : up 
 
Monitoring stop until activation succeeded. 

 

 

①  機能制限中を示すメッセージを表示します。 

 

  

①機能制限中を示すメッセージ 
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（４） リソース監視の停止と再開について 

リソース監視の一時的な停止、再開を指定します。  

リソース監視停止中は、L status, P statusが - - - - になります。 

 

> 【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥bin¥Srgadmin.exe -c stop 

Change TESTIO. 
nas001 : START  -> STOP 

 

> 【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥bin¥Srgadmin.exe 

(monitor status = TRUE) 
============================================== 
  protocol   : shared name  :  L status  :  P status 
============================================== 
PKG  :  nas001       :  - - - - 
 SERVER   : 192.168.10.1 
  SMB      : smb1        : - - - -      : - - - - 
SERVER   : 192.168.10.2 

  NFS      : /home/nfs     : - - - -      : - - - - 
 

 

再開する場合は startを指定してください。 

 

> 【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥bin¥Srgadmin.exe -c start 

Change TESTIO. 
nas001 : STOP  -> START 
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（５） コンフィグレーション情報を表示します。 

 

> 【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥bin¥Srgadmin.exe –c parami 

SG parameters 
--------------- 
TimeDiskFault 60 
TimeLinkDown 180 
TimeInqInterval 20 
TimeTurInterval 180 
TimeReadInterval 180 
TestIOFaultAction ActionNone 
DiskFaultAction ServiceCmdDisable 
AutoRecovery DISABLE 
TestIOMode InqTur 
SrgpingLogSize                     100 
TIOMonitor DISABLE 
TIOFilePath C:¥Program Files¥HA¥StorageSaver¥¥log 
TIOFileSize 1 
BaseTimer 10 
TimeDiskStall 360 
DiskStallAction ServiceCmdDisable 
WaitTestIOInterval 5 
DailyCheckTime 10 
TestIOUse ENABLE 
ExecSyncEnable ENABLE 
TestIOModeMPIO ENABLE 
TocExecLevel 4 
--------------- 
 
SG_NAS parameters 
--------------- 
NasMonitorInterval 30 
SharedNameMonitorCmdTimeout 20 
TimeSharedNameMonitorError 90 
NasDownAction ServiceCmdDisable 
SrgnpingLogSize 5 
--------------- 
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（６） サービスの起動、終了について 

本製品は、インストール時に Windows サービスとして登録されますので、 

OS 起動時に自動的に監視を開始します。 

 

- サービスコントロールマネージャーからの起動、終了 

OS 起動( boot )を契機に自動起動、OS 終了を契機に自動終了されます。 

 

- マニュアル起動、終了 

 

 [ スタート ]メニュー - [ コントロールパネル ] - [ 管理ツール ] - [ サービス ] を 

 開きます。 

 

 サービスの一覧が表示されますので、[ HA StorageSaver ] を選択、右クリックし、 

 開始を選択すると起動できます。 停止を選択するとサービスを終了できます。 

 

また、コマンドからの起動、終了も可能です。 

 

以下のコマンドで起動できます。 

 

> net start "HA StorageSaver" 

 

以下のコマンドで終了できます。 

 

> net stop "HA StorageSaver" 

 

上記手順で終了しない場合は、tasklist | findstr Srg で Srg から始まるプロセスの 

pid を検索して、taskkill /F /PID <pid> で終了させてください。 

 

注意:[ HA StorageSaver Srgwatch ] を起動している場合は、 

[ HA StorageSaver Srgwatch ] を停止後に、[ HA StorageSaver ] を停止してください。 
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4.2. 障害復旧時の操作 

障害を検出し、該当障害箇所を交換等して復旧が完了すると、StorageSaverの監視ステータスを 

復旧する必要があります。 

 

StorageSaverでは、一度障害を検出したリソースに関しては、復旧操作を実施しないかぎり、 

監視対象から外されてしまいます。そのため、本復旧操作を実施しない状態で運用を継続すると、 

該当のリソースに関して、検査が行われない状態となりますので、復旧操作に関しては 

必ず実施してください。 

 

監視ステータスの復旧はSrgrecoverコマンドを実行します。 

 

（１） Srgrecover -Nコマンドで、すべての NASリソースの監視ステータスの復旧を実行します。 

① 状態確認 

 

> 【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥bin¥Srgadmin.exe  

(monitor status = TRUE) 
============================================== 
protocol   : shared name  :  L status  :  P status 
============================================== 
PKG  :  nas001       :  up 
SERVER   : 192.168.10.1 
SMB       : smb1        : down      : down 
SERVER   : 192.168.10.2 
NFS       : /home/nfs     : up        : up 

 

② 復旧実行 

 

> 【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥bin¥Srgrecover.exe -N 

srgrecoverが完了しました。 

 

③ 状態確認 

 

> 【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥bin¥Srgadmin.exe  

(monitor status = TRUE) 
============================================== 
protocol   : shared name  :  L status  :  P status 
============================================== 
PKG  :  nas001       :  up 
SERVER   : 192.168.10.1 
SMB       : smb1        : up        : up 
SERVER   : 192.168.10.2 
NFS       : /home/nfs     : up        : up 

 

 

（２） 自動復旧機能について 

 

NASリソースの監視では、自動復旧機能は利用できません。 
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4.3. システム構成変更時の設定手順 

監視対象の IPアドレス、NASリソースの共有名等、システム構成を変更する場合は、 

設定ファイルの再作成および適用操作を行う必要があります。 

以下の手順を実行してください。 

 

（１） StorageSaverを停止させます。 

 

以下のコマンドで停止させます。 

> net stop "HA StorageSaver" 

 

注意 : [ HA StorageSaver Srgwatch ] を起動している場合は、 

[ HA StorageSaver Srgwatch ] を停止後に、[ HA StorageSaver ] を停止してください。 

 

・[ HA StorageSaver Srgwatch ] の停止(コマンド) 

  > net stop "HA StorageSaver Srgwatch" 

 

（２） システム 構成変更 

 

（３） NAS監視用設定ファイルの修正を行います。 

 

            変更した構成に合わせて、 

NAS監視用設定ファイル( 【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥conf¥conf¥srg.nas ) 

の修正を行ってください。 

 

（４） StorageSaverを起動させます。 

 

以下のコマンドで起動させます。 

> net start "HA StorageSaver" 

 

注意 : [ HA StorageSaver Srgwatch ] を起動する場合は、 

[ HA StorageSaver ] の起動を確認後、 

[ HA StorageSaver Srgwatch ] を起動してください。 

 

・[ HA StorageSaver Srgwatch ] の起動(コマンド) 

  > net start "HA StorageSaver Srgwatch" 
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4.4. 機能制限について 

CLUSTERPRO MC StorageSaver 2.4 for Windows では、コードワードが未登録でもインストールが 

可能となります。なお、インストールから 30日を経過してもコードワードが未登録の場合には 

StorageSaverの機能に制限がかかり、障害発生時でも障害を検知しなくなります。 

 

コードワードが未登録の場合、以下の契機でメッセージが出力されます。 

1. デーモンプロセスの起動 

2. システム定義ファイル(srg.config) の DailyCheckTime に指定した時刻への到達(一日一回) 

 

出力されるメッセージは、次のとおりです。 

 

 インストールから 30 日以内 

After YYYYMMDD, monitoring function is stopped. 

説明  :  ライセンス認証に失敗しました。 

YYYYMMDD までは通常どおり使用できますが、経過後は機能制限を行います。 

機能制限中は障害が検知されません。 

 

 インストールから 30 日経過後 

Monitoring stop until activation succeeded. 

説明  :  ライセンス認証に失敗しました。 

正しいコードワードの登録が確認できるまで StorageSaver の機能が 

制限されます。 

機能制限中は障害が検知されません。 

 

これらのメッセージが表示される場合、コードワードを登録してください。 

手順は『CLUSTERPRO MC StorageSaver 2.11 for Windows リリースメモ』の 

「2.2.2. ソフトウェアパッケージのインストール後にコードワードを登録する方法」を参照してください。 
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4.5. トレースログファイルの出力について 

CLUSTERPRO MC StorageSaver 2.10 for Windowsより、障害時の情報をより多く収集するため、 

トレースログの出力量が増加し、可変可能になりました。ご使用の環境に応じてチューニングを行ってください。 

チューニング例は以下の通りです。 

 

(1) 監視間隔を既定値から短縮する場合 

監視間隔の短縮率に比例して出力ログが増加するため、監視間隔ステータスを短縮している場合はトレースログの

サイズを増加させる必要があります。 

 

そのため、以下の場合にログファイルサイズを調節する必要があります。 

 

① NASリソースの監視間隔を短縮する場合 

ステータスチェックの間隔(パラメーター名：NasMonitorInterval)を短縮する場合は設定ファイルにて以下のパラメー

ターをチューニングしてください。 

 

パラメーター名 :  SrgnpingLogSize 

設定値 :  5を下記の計算式に応じた設定値へ変更 

 

NASリソースの監視間隔の短縮率は 30 / NasMonitorIntervalで表します。 

 

5 * NASリソースの監視間隔の短縮率 

※小数点以下は、切り上げてください。 

 

 

(2) ログの取得時間を増やしたい場合 

各パラメーターのデフォルトの設定値は、1日分のログを確保することを想定した値です。 

ログの取得時間を増やす場合は、確保するログ出力時間の増加分だけ、トレースログのサイズを増加させる必要が

あります。 

 

そのため、1日より長くログを確保する場合、設定ファイルにて以下のパラメーターをチューニングしてください。 

 

パラメーター名 :  SrgnpingLogSize 

設定値     :  5を下記の計算式に応じた設定値へ変更 

 

5 * ログの取得日数 

 

 

(3) ログサイズを抑えたい場合 

お客様のシステム構成により設定内容が異なりますので開発部門へ問い合わせください。 
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4.6. オンラインバックアップについて 

オンラインバックアップの運用手順は 

『CLUSTERPRO MC StorageSaver 2.11 for Windows ユーザーズガイド』の 

「5.12. オンラインバックアップについて」を参照してください。 

 

4.7. 保全したファイルの削除運用について 

保全したファイルの削除の運用手順は 

『CLUSTERPRO MC StorageSaver 2.11 for Windows ユーザーズガイド』の 

「5.13. 保全したファイルの削除運用について」を参照してください。 

 

5. CLUSTERPROとの連携 

5.1. CLUSTERPRO Xとの連携の概要 

CLUSTERPRO Xと連携して、NASリソースの障害発生時に待機ノードへ 

フェールオーバグループを切り替えて業務を継続することができます。 

 

StorageSaverがCLUSTERPRO Xと連携する場合、次の方式で行います。 

 

① CLUSTERPRO Xのカスタムモニタリソースにクラスターウェア連携デーモン(Srgstat.exe)を 

登録する方式 

 

 

また、障害時に確実にフェールオーバーできるよう、フェールオーバー時の 

CLUSTERPRO Xの動作設定は 「クラスターサービス停止と OS シャットダウン」 を選択してください。 

「クラスターサービス停止と OS シャットダウン」 を選択していない場合、NASリソースの障害の影響で 

フェールオーバー処理が正しく完了せず、フェールオーバーに失敗したり、フェールオーバー完了が 

遅延したりする場合があります。 

 

連携方式の説明は、 

CLUSTERPRO X2.x / 3.x / 4.0の場合は、「9.2 CLUSTERPRO X4.0以前との連携手順」を 

CLUSTERPRO X4.1以降の場合は、「9.3 CLUSTERPRO X4.1以降との連携手順」を 

それぞれ参照してください。 
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5.1.1.  カスタムモニタリソースによるCLUSTERPRO Xとの連携 

（１） CLUSTERPRO Xとの連携について 

クラスターウェア連携用コマンド Srgstat.exe をCLUSTERPRO Xの 

カスタムモニタリソースとして登録することで、NASリソースの障害時のノードダウン、 

ノード切り替えを実現します。 

 

本機能を利用する場合は、StorageSaverのNAS監視用システム定義ファイル(srg.nas)の 

NasDownAction に ServiceCmdEnableを指定してください。 

 

この方式であれば、複数ノードクラスターシステムでのノード切り替えだけでなく 

縮退した状態でのノードダウンや 1ノードのクラスターシステムでのノードダウンを 

実現できますので、非常に有用な手法です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

カスタムモニタ 

リソース 

【プロセスモデル】 

フェールオーバ 

グループ 

監視デーモン 

clpnm 

clprm 

clprc 等 

NASリソースの状態を

定期監視 

Srgnping Srgd 

 管理コマンド  

Srgadmin 

設定ファイル 

リクエスト コマンド 

フェールオー

バ 

 
Srgstat 

ディスク装置障害時には 

Srgstatが終了し、 

ノード切り替えを行う 

CLUSTERPRO X 

NAS 
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（２） Srgstat.exeの運用について 

NASリソースに障害が発生すると、Srgd.exeがNASリソースおよびPKGレベルの管理ステータスを 

down状態に変更し、イベントログにエラーメッセージを出力します。 

 

Srgstat.exeは共有情報を経由してPKGレベルの管理ステータスをモニターします。 

PKGが down状態に遷移した時点で、Srgstat.exeは異常終了し、CLUSTERPRO Xが 

カスタムモニタリソースのダウンを検出しノード切り替え、ノードダウンが発生します。 

 

Srgstat.exeは、Srgd.exeおよびSrgnping.exeのプロセスが起動され、NASリソースの 

監視を行っている場合に有効に機能します。 

以下のようなリソース監視を停止している場合は、PKG障害を検出できません。 

 

- Srgd.exeおよびSrgnping.exeのプロセスが起動されていない。 

- Srgadmin.exeのオペレーション操作でリソース監視停止を指示されている。 

 

 

<イベントログメッセージの出力例> 

イベントログに下記のメッセージが出力されます。 

ディスク装置へのファイル I/Oが停止すると、イベントログに記録されない場合もあります。 

 

● NASリソースの障害を検出し、Srgstat.exeが異常終了しノードダウン、ノード切り替えを実行 

NASがDownになりました。(プロトコル=XXX,サーバー=xxx.xxx.xxx.xxx,共有名=XXXX) 
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（３） カスタムモニタリソースの設定手順について 

Srgstat.exeをCLUSTERPRO Xのカスタムモニタリソースに登録する手順については、 

 

CLUSTERPRO X2.x / 3.x / 4.0の場合は、「9.2 CLUSTERPRO X4.0以前との連携手順」を 

CLUSTERPRO X4.1以降の場合は、「9.3 CLUSTERPRO X4.1以降との連携手順」を 

 

それぞれ参照してください。 
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6. イベントログメッセージ 

6.1. イベントログに出力するメッセージについて 

本製品では、NASリソース監視で致命的な異常を検出すると イベントログ にメッセージを出力します。 

イベントログファイルおよびイベントログの種類は以下のとおりです。 

 

イベントログファイル名 【SystemRoot】¥System32¥Winevt¥Logs¥Application.evtx 

種類 エラー 

 

6.2. 警報対象として登録することを推奨するメッセージ一覧 

特に重要度の高い イベントログメッセージを記述します。 

これらのメッセージが出力された場合は、HW 保守担当者に HW 検査を依頼してください。 

 

（１） NAS装置のリソース監視で異常を検出した場合 

エラーの出力契機は以下のとおりです。 

 

NASがDownになりました。(プロトコル=XXX,サーバー=xxx.xxx.xxx.xxx,共有名=XXXX) 

説明  :  NAS リソース監視で異常を検出 

処置  :  NAS リソースの監視で異常を検出しましたので、早急に 

該当NAS装置の点検を行ってください。 

 

（２） リソース状態の定期通知で異常を検出した場合 

エラーの出力契機は以下のとおりです。 

 

Monitor Status is reported, L-stat is down. 

説明  :  監視対象の異常を検出 

処置  :  監視対象の異常を検出後、復旧していない可能性があります。 

 現状の監視状況を確認し、対象の該当NAS装置の点検を行ってください。 

障害状態からの復旧後は、下記コマンドを実行してNASリソースの 

管理状態を復旧させてください。 

 

【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥bin¥Srgrecover.exe -N 
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7. 注意・制限事項について 

7.1. 注意・制限事項 

（１） 下記の注意事項があります。 

- ログ用のディレクトリ(【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥log)配下に、 

 ログファイルを保存するために、約 90 MB 程度使用します。 

 トレースファイルは、サイクリックとなっていますので、90 MB を超えることはありません。 

 

- StorageSaver で障害を検出すると、障害を検出した NASリソースの監視を停止します。 

障害復旧後は必ず Srgrecover コマンドでNASリソースの復旧と監視の再開を行う必要が 

あります。 

 

- 障害などで監視対象のNASリソースなどが OS 起動時に認識されていない状態で 

StorageSaver が起動した場合、監視対象に組み込むにはNASリソースなどの 

障害を復旧し、OS が正常に認識できていることを確認した後、サービスの再起動が 

必要です。 

 

- 運用管理コマンド(srgadmin.exe)によって監視の停止を指示されたNASリソースは、 

以降の監視は行われません。ただし、監視停止直前に異常であった場合は、 

監視停止後にも障害が検出される可能性があります。 

 

- 運用管理コマンド(Srgadmin.exe)でNASリソース監視の停止を実施していた場合、 

障害を検知しないため、クラスター連携用コマンド(Srgstat.exe)では正常状態として 

報告します。 

 

- コードワードが未登録の状態でインストールした場合でも、インストールから 30 日までは 

本製品のすべての機能を通常どおり使用できます。 

なお、インストールから 30日を経過してもコードワードが未登録の場合には 

StorageSaverの機能に制限がかかり、障害発生時でも障害を検知しなくなります。 

詳細は 「4.4. 機能制限について」 を参照してください。 
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- 内部で以下の機能を利用します。 

 

NFSクライアント機能 

 

本機能がインストールされていない場合、事前にインストールしてください。 

以下のコマンド(PowerShellで実行)でインストールの有無を確認できます。 

 

Get-WindowsFeature  -Name  NFS-Client 

 

PowerShell 

PS C:¥> Get-WindowsFeature  -Name  NFS-Client 
 
Display Name                    Name                  Install State 
------------                         ----                     ------------- 

[X] NFS クライアント               NFS-Client             Installed 

 
 
PS C:¥> 

 

Install State が Installed であれば、インストール済みです 

 

本機能は、サーバーマネージャーの 『役割と機能の追加』 で、インストールできます。 

 

サーバーマネージャー 

『役割と機能の追加』  

機能 

└ NFSクライアント 

  



 
 

40 
 

7.2. オンライン保守における注意事項 

（１）オンライン保守開始前に 

- 特定の NASリソースの 共有名監視 を停止する場合は、クラスター配下の全ノードに対して 

共有名単位で監視停止コマンドを実行してください。 

 

（２）オンライン保守終了後の取り扱いについて 

- オンライン保守終了後は、Srgrecover.exe で構成復旧を実施してください。 

- 監視対象のNASリソースの共有状態が異常(停止または解除)の状態で、構成復旧コマンドを 

操作しても正常に動作しません。 

OS が監視対象の共有名を正常に認識できていることを確認した上で、Srgrecover.exe で 

構成復旧を実施してください。 
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8. リファレンス 

Srgd 

 

名称 

Srgd - StorageSaver リソース監視デーモン 

構文 

Srgd 

 

機能説明 

Srgd は、StorageSaver のリソース監視デーモンです。 

 

Srgd は、クラスターウェア で構築されたシステムで使用される NAS 接続の監視を行い、 

シングルノードまたはクラスターシステムの保全性を最大限に確保する機能を提供します。 

 

Srgd は、Windows サービスとして起動されます。 

GUI で Srgd を停止、再開させる場合、以下の操作を実行してください。 

 

[ スタート ] メニュー - [ コントロールパネル ] - [ 管理ツール ] - [ サービス ] を選択する。 

 

停止時 

 

 

再開時 

 

 

 

また、コマンドプロンプトからの停止、再開も可能です。 

コマンドプロンプトから Srgd を停止、再開させる場合、以下のコマンドを実行してください。 

 

停止時 

> net stop "HA StorageSaver" 

 

再開時 

 

 

ファイル 

【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥bin¥* 

【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥conf¥* 

【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥log¥* 

 

関連項目 

Srgadmin, Srgrecover 

 

  

サービスの一覧から [ HA StorageSaver ] を右クリックし、停止を選択する。 

サービスの一覧から [ HA StorageSaver ] を右クリックし、開始を選択する。 

> net start "HA StorageSaver" 
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Srgadmin 

  

 名称 

Srgadmin - 運用管理コマンド  

 

構文 

Srgadmin [-c status] 

[-c start [-P PkgName] ]  

[-c stop [-P PkgName] ]  

[-c param] 

[-i] 

[-L] 

 

機能説明 

Srgadmin は、StorageSaver を制御する運用管理コマンドです。 

 

オプション 

Srgadmin のオプションは以下のとおりです。 

 

-c status NAS リソースの監視状態を表示します。 

  

-c start [-P Pkgname] NAS リソースの監視を開始します。 

-Pオプションを指定しない場合は、 

すべてのNAS リソースの監視を開始します。 

-Pオプションにパッケージ名を指定すると、 

指定のパッケージにひもづくNAS リソースの監視を開始します。 

  
-c stop [-P pkgname] NAS リソースの監視を停止します。 

-Pオプションを指定しない場合は、 

すべてのNAS リソースの監視を停止します。 

-Pオプションにパッケージ名を指定すると、 

指定のパッケージにひもづくNAS リソースの監視を停止します。 

  
-c param 監視モニターのパラメーターを表示します。 

  
-i NAS リソースの情報を詳細表示します。 

  
-L 現在登録されているコードワードを確認して反映します。 

 

 実行例 

・すべての NASリソースの状態を表示します。 

> 【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥bin¥Srgadmin.exe  -i  

(monitor status = TRUE) 
============================================== 
  protocol   : shared name  :  L status  :  P status 
============================================== 
PKG  :  pkg1       :  up 
 SERVER    : 192.168.10.10 
  NFS      : / NFS1       : up       : up 
  NFS      : / NFS2       : up       : up 

 

・監視モニターのパラメーターを表示します。 
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> 【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥bin¥Srgadmin.exe –c parami 

SG parameters 
--------------- 
TimeDiskFault 60 
TimeLinkDown 180 
TimeInqInterval 20 
TimeTurInterval 180 
TimeReadInterval 180 
TestIOFaultAction ActionNone 
DiskFaultAction ServiceCmdDisable 
AutoRecovery DISABLE 
TestIOMode InqTur 
SrgpingLogSize                     100 
TIOMonitor DISABLE 
TIOFilePath C:¥Program Files¥HA¥StorageSaver¥¥log 
TIOFileSize 1 
BaseTimer 10 
TimeDiskStall 360 
DiskStallAction ServiceCmdDisable 
WaitTestIOInterval 5 
DailyCheckTime 10 
TestIOUse ENABLE 
ExecSyncEnable ENABLE 
TestIOModeMPIO ENABLE 
TocExecLevel 4 
--------------- 
 
SG_NAS parameters 
--------------- 
NasMonitorInterval 30 
SharedNameMonitorCmdTimeout 20 
TimeSharedNameMonitorError 90 
NasDownAction ServiceCmdDisable 
SrgnpingLogSize                    5 
--------------- 
 

 

 関連項目 

Srgd 
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Srgwatch 

 

 名称 

Srgwatch - プロセス監視デーモン 

 

構文 

Srgwatch 

 

機能説明 

Srgwatch は StorageSaver のサービスを監視します。 

 

Srgwatch はStorageSaver のサービスの動作状態を監視しており、 

サービスの停止を検出すると、ただちに StorageSaver のサービスの再起動を行います。 

 

Srgwatch は、Windows サービスとして起動されます。 

GUI で Srgwatch を停止、再開させる場合、以下の操作を実行してください。 

[ スタート ] メニュー - [ コントロールパネル ] - [ 管理ツール ] - [ サービス ] を選択する。 

 

停止時 

 

 

再開時 

 

 

 

また、コマンドプロンプトからの停止、再開も可能です。 

コマンドプロンプトから Srgwatch を停止、再開させる場合、以下のコマンドを実行してください。 

 

停止時 

> net  stop  "HA StorageSaver Srgwatch" 

 

再開時 

 

 

 

 

 

 

  

サービスの一覧から [ HA StorageSaver Srgwatch ] を右クリックし、停止を選択する。 

サービスの一覧から [ HA StorageSaver Srgwatch ] を右クリックし、開始を選択する。 

> net  start  "HA StorageSaver Srgwatch" 
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Srgrecover 

 

名称 

Srgrecover - StorageSaver の監視リソースの構成復旧コマンド 

 

構文 

Srgrecover -N [ -S IPアドレス ] 

 

機能説明 

Srgrecover は、現在監視中の監視ステータスを復旧させます。 

監視ステータスの復旧は、NASリソース全体および、サーバー単位となります。 

 

復旧されたことはSrgadminコマンドの状態表示オプションで確認します。 

 

オプション 

Srgrecover のオプションは以下のとおりです。 

 

-N NASリソースを復旧対象とします。 

  

-S IPアドレス NASリソースを所有しているサーバーの IPアドレスを指定します。 

指定された IPアドレスのサーバーに属するNASリソースが 

復旧対象となります。 

  

 

終了ステータス 

成功すると 0 を返し、失敗するとそれ以外を返します。 

 

実行例 

・すべてのNASリソースに対して構成復旧を実行します。 

> 【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥bin¥Srgrecover.exe -N 

 

・特定のサーバーの所有するNASリソースを対象に構成復旧を実行します。 

> 【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥bin¥Srgrecover.exe -N -S 192.168.10.10 

 

関連項目 

Srgadmin 
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Srgstat 

 

名称 

Srgstat - クラスターウェア連携用コマンド 

 

構文 

Srgstat [-h]  

Srgstat -N [ -S IPAddress -n SharedName] [-w WaitTime] 

Srgstat -P PkgName [-w WaitTime] 

 

機能説明 

StorageSaver がレポートするリソースステータスを監視します。 

Srgstat のプロセス状態、あるいは終了ステータスを参照することで、 

StorageSaver の監視対象リソースの状態を知ることができます。 

 

-w オプションを指定すると srgstat は常駐して StorageSaver がレポートするステータスを 

監視し続け、指定された リソース が異常状態(down)になると異常終了します。 

CLUSTERPRO Xと連携する場合のカスタムモニタリソースとして有効です。 

StorageSaver のプロセスが動作していない場合、また Srgadmin でリソース監視の停止を指示された場合は、 

指定された配下のリソース の異常を検出できないため、正常状態として報告します。 

-w オプションを指定しない場合は、一回だけ StorageSaver がレポートするステータスを調べ終了します。 

 

オプション 

Srgstat のオプションは以下のとおりです。 

 

-h コマンドの説明を表示します。 

  
-N NASリソースを対象とします。 

-Sおよび-nを指定しない場合は、 StorageSaver で監視するすべての 

NASリソースが監視対象になります。 

すべてのNASリソースが対象の場合は、少なくともどれか１つのNASリソースで 

DOWNが検出された時点で、srgstatは異常と判断します。 

  

-S IPAddress 監視したいNASリソースのサーバーを IPアドレスで指定します。 

対象のサーバーを１つだけ指定できます。 

-nと同時に指定することにより、NASリソース単体で連携可能となります。 

-Sを指定した場合は、-N および -nの指定が必須となります。 

  

-n SharedName 監視したいNASリソースの共有名を指定します。 

対象共有名を１つだけ指定できます。 

-Sと同時に指定することにより、NASリソース単体で連携可能となります。 

-nを指定した場合は、-Sの指定が必須となります 

  
-P PkgName 監視したいパッケージ名を指定します。 

対象パッケージ名を１つだけ指定できます。 

指定したパッケージにおいて、少なくともどれか１つのNASリソースでDOWNが 

検出された時点で、srgstatは異常と判断します。 

  
-w WaitTime 監視を常駐させたい場合に指定します。 

WaitTime には、監視間隔の時間(単位は秒)を指定します。 

1 以上の値を指定してください。 
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もし 0 を指定した場合は、強制的に 1 に補正されます。 

 

終了ステータス 

-w オプションと StorageSaver がレポートするステータスによって、以下のように動作します。 

 

-w オプションありの場合: 

 

StorageSaver が監視するNASリソースの状態 srgstat コマンド 終了ステータス 

NASリソースの監視正常時 

NASリソースの監視異常時 

StorageSaver が動作していない 

終了せずに常駐 

終了 

終了せずに常駐 

- 

1 を返す 

- 

 

-w オプションなしの場合: 

 

StorageSaver が監視するNASリソースの状態 srgstat コマンド 終了ステータス 

NASリソースの監視正常時 

NASリソースの監視異常時 

StorageSaver が動作していない 

終了 

終了 

終了 

0 を返す 

1 を返す 

2 を返す 

 

 注意事項 

⚫ 本コマンドはメモリ上に常駐します。swap 領域に退避されません。 

 

実行例 

ヘルプを表示する。 

> 【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥bin¥Srgstat.exe -h 

 

NASリソース全体を監視対象とします。 

> 【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥bin¥Srgstat.exe -N 

 

IP 192.168.10.10 の共有名 shared のみを監視対象とします。 

> 【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥bin¥Srgstat.exe -N -S 192.168.10.10 –n shared 

 

Srgstat を常駐させ、StorageSaver のステータスを 5 秒間隔で調べます。 

> 【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥bin¥Srgstat.exe -w 5 

 

 

関連項目 

Srgadmin,Srgd 
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PWGenerator 

  

 名称 

PWGenerator – パスワード符号化および復号化コマンド  

 

構文 

PWGenerator [-e EEEEE] 

PWGenerator [-d DDDDD]  

 

機能説明 

PWGenerator は、パスワードを符号化したり、復号化(符号化した文字を復元) する運用管理コマンドです。 

   用途として、NAS監視用システム定義ファイルの IPAddress のパスワード部分( パスワード )の記述文字を 

導き出す場合に使用します。( "-e" オプション:符号化する機能) 

 

オプション 

PWGenerator のオプションは以下のとおりです。 

 

-e EEEEE 指定された文字を符号化した文字をコマンドライン上に表示します。 

  
-d DDDDD 指定された文字を復号化した文字をコマンドライン上に表示します。 

  

 

 

 

 実行例 

・パスワードを符号化し、表示します。 

> 【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥bin¥PWGenerator.exe  -e  password 

OPQ111XYZ999 
 

 

 

 関連項目 
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9. 付録 

9.1. 運用管理コマンド  

StorageSaver の運用管理コマンドの操作手順は下記のとおりです。 

 

（１） サービス起動 

コマンドラインからサービスを起動する場合は以下を実行します。 

   

> net start "HA StorageSaver" 

 

注意 : 通常は OS 起動時に自動起動されます 

 

注意 : [ HA StorageSaver Srgwatch ] を起動する場合は、 

[ HA StorageSaver ] の起動を確認後、 

[ HA StorageSaver Srgwatch ] を起動してください。 

 

・[ HA StorageSaver Srgwatch ] の起動(コマンド) 

  > net start "HA StorageSaver Srgwatch" 

 

起動状態を確認 

> tasklist | findstr Srg 
Srgd.exe                    1668 Console                 0     18,324 K 
Srgnping.exe                 608 Console                 0     16,228 K 

 

（２） サービス終了 

コマンドラインからサービスを終了する場合は以下を実行します。 

> net stop "HA StorageSaver" 

 

注意 : 通常は OS 停止時に自動終了します 

 

注意 : [ HA StorageSaver Srgwatch ] を起動している場合は、 

[ HA StorageSaver Srgwatch ] を停止後に、[ HA StorageSaver ] を停止してください。 

 

・[ HA StorageSaver Srgwatch ] の停止(コマンド) 

  > net stop "HA StorageSaver Srgwatch" 

 

終了状態を確認 

> tasklist | findstr Srg 

前述の "Srgxxx" プロセスが表示されていないことを確認してください。 

 

（３） 設定値の参照 

 

システム定義ファイル 【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥conf¥srg.config 

  

NAS監視用システム定義ファイル 【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥conf¥srg.nas 
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設定値の確認  

> 【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥bin¥Srgadmin.exe -c param 

 

 

（４） 監視リソースの状態確認 

⚫ リソース一覧の表示 

> 【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥bin¥Srgadmin.exe -c status 

 

⚫ リソース詳細表示 

> 【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥bin¥Srgadmin.exe -i 

 

（５） NASリソースの一括復旧 

> 【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥bin¥Srgrecover -N 
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9.2. CLUSTERPRO X4.0以前との連携手順 

9.2.1.  CLUSTERPRO X連携設定 

※CLUSTERPRO X 3.3 を例とした設定手順となります。 

CLUSTERPRO X のバージョンにより画面が異なる場合がありますが、同様の手順で設定可能です。 

 

本製品は、カスタムモニタリソースによる CLUSTERPRO Xとの連携を行うことが可能です。 

 

以下の作業は、CLUSTERPRO WebManager にて実施します。 

本書は、CLUSTERPRO Serverをインストールしたサーバーの実 IP アドレスを「192.168.11.100」、 

ポート番号を「29003(デフォルト値)」とした場合の例です。 

 

接続例)http://192.168.11.100:29003/ 

 

CLUSTERPRO X 2.x および 3.x の場合、上記手順にて WebManager が表示されます。 

CLUSTERPRO X 4.0 の場合、上記手順にて Cluster WebUI が表示されます。 

Cluster WebUI のメニューバーから WebManager を選択してください。 

 

また、『CLUSTERPRO WebManager』の設定を以下としています。 

 

プロパティ 設定値 

タイプ (モニタリソースのタイプ) カスタム監視 

名前  (カスタムモニタリソース名) srgstat_mon 

監視タイプ   非同期 

回復対象  LocalServer 

回復動作 最終動作のみ実行 

最終動作  クラスターサービス停止とOSシャットダウン 

 

上記設定を行うことによって、NASリソースの障害発生時にカスタムモニタリソース(srgstat_mon) が 

Srgstat.exe の消滅を検知して、現用系ノードを shutdown させた後、待機系へノード切り替えを行います。 

 

本書で設定している各種プロパティの値は一例です。構築時にはそれぞれの環境に応じた値を 

設定してください。  
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1. NAS監視用システム定義ファイルの確認 

 

StorageSaverの設定を確認します。 

 

（１） StorageSaverのNAS監視用システム定義ファイル (srg.nas) にて NasDownAction が   

ServiceCmdEnable になっていることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

NasDownAction にServiceCmdEnable が設定されていない場合は、設定変更してください。 

 

設定ファイルを変更した後は、必ず、StorageSaverの再起動(サービスの再起動)を行う必要があります。 

 

（２） サービスの再起動 

 

・ StorageSaverを停止させます。 

 

以下のコマンドで停止させます。 

> net stop "HA StorageSaver" 

 

注意 : [ HA StorageSaver Srgwatch ] を起動している場合は、 

[ HA StorageSaver Srgwatch ] を停止後に、[ HA StorageSaver ] を停止してください。 

 

・[ HA StorageSaver Srgwatch ] の停止(コマンド) 

  > net stop "HA StorageSaver Srgwatch" 

 

・ StorageSaverを起動させます。 

 

以下のコマンドで起動させます。 

> net start "HA StorageSaver" 

 

注意 : [ HA StorageSaver Srgwatch ] を起動する場合は、 

[ HA StorageSaver ] の起動を確認後、 

[ HA StorageSaver Srgwatch ] を起動してください。 

 

・[ HA StorageSaver Srgwatch ] の起動(コマンド) 

  > net start "HA StorageSaver Srgwatch" 

 

  

######################################################################## 
# NAS Config  Area                                                             # 
######################################################################## 
NasMonitorInterval                  30 
SharedNameMonitorCmdTimeout     20 
TimeSharedNameMonitorError       90 
NasDownAction                    ServiceCmdEnable         

SrgnpingLogSize                   5 
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2. カスタムモニタリソースの作成 

 

Srgstat.exe を監視するカスタムモニタリソースを作成します。 

CLUSTERPRO WebManager の「表示」メニューより「設定モード」を選択し、設定します。 

 

（１） 「Monitors」を右クリックし、「モニタリソースの追加」を選択します。 
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（２） 「モニタリソースの定義」ダイアログボックスが開きます。 

「タイプ」で「custom monitor」を選択し、「名前」にカスタムモニタリソース名"srgstat_mon"を入力し、 

次へ(N)を押してください。 

     

 

（３） 監視条件を設定します。 

 [リトライ回数] を "0" 回に変更します。 

本書では、その他の項目はデフォルトのまま変更しません。次へ(N)を押してください。 
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（４） 監視条件を設定します。 

 [非同期] を選択し、 編集(E) を押します。 

  

 

テキストエディターが開きますので、以下の内容で書き換えて、上書き保存してからファイルを閉じます。 

 
 
 

※本書では、StorageSaver のインストール先を(C:¥Program Files)として記述します。 

インストールパスにあわせて変更してください。 

※「echo START」などの既存の内容は削除してください。 

  

"C:¥Program Files¥HA¥StorageSaver¥bin¥Srgstat.exe" –N -w 30 
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（５） 次へ(N)を押します。 

 

 

（６） 回復動作を設定します。 

[回復動作] で [最終動作のみ実行] を選択します。 

[回復対象] の 参照(W) を押し、表示されるツリービューで"LocalServer"を選択して OK を押します。 

[回復対象] に"LocalServer"が追加されたことを確認します。 

[最終動作] で [クラスターサービス停止とOSシャットダウン] を選択し、完了 を押します。 
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（７） [Monitor] を選択し、カスタムモニタリソースが登録されていることを確認します。 

 

 

 

  



 
 

58 
 

3. クラスター構成情報のアップロード 

 

（１） クラスター構成情報の内容を、CLUSTERPRO X本体の環境に反映します。 

「ファイル」メニューから「設定の反映」を選択します。 

確認ダイアログが表示されます。はい を押します。 

 

アップロードに成功すると、「反映に成功しました。」 のメッセージが表示されますので、了解 を 

押してください。 

アップロードに失敗した場合は、表示されるメッセージにしたがって操作を行ってください。 

 

 

クラスターサスペンド状態、またはクラスターを停止している場合は、 

クラスターリジュームもしくは、クラスターを開始してください。 
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（２） 設定が反映されていることを確認します。 

WebManager の「表示」メニューより「操作モード」を選択し、以下の項目を確認してください。 

 

・ 現用系サーバー、待機系サーバーにて StorageSaver 監視用のカスタムモニタリソース 

「srgstat_mon」のステータスが「正常」であることを確認してください。 

 

   

 

以上で、CLUSTERPRO Xの設定は終了です。 
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9.2.2.  動作確認 

 

以降の手順で StorageSaver および CLUSTERPRO Xの設定の動作確認を行います。  

監視対象サーバーの共有停止により障害を発生させ、 

NASリソースの監視が異常となった場合のフェールオーバーが発生することを確認します。 

 

1. 現用系サーバーでの StorageSaver 動作確認 

 

監視対象サーバーの共有名監視が正常である状態の環境における動作確認手順を記載します。 

 

（１） 監視対象サーバーの共有設定を共有停止し、NASリソースの障害を発生させます。 

 

（２） 約 90 秒後に、PKGのステータスが downになることを確認してください。 

 

> 【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥bin¥Srgadmin.exe  

(monitor status = TRUE) 
============================================== 
  protocol   : shared name  :  L status  :  P status 
============================================== 
PKG  :  nas001       :  down 
 SERVER   : 192.168.10.1 
  SMB      : smb1        : down        : down 
 

 

（３） 共有名の監視で障害を発生させた場合、イベントログ にメッセージが出力されます。 

以下のメッセージが出力されることを確認してください。 

 

イベントログ 

NASがDownになりました。(プロトコル=SMB,サーバー=192.168.10.1,共有名=smb1) 

 

 

（４） NASリソースの監視で障害を検出したサーバーが shutdown することを確認してください。 

 

※ 本書のCLUSTERPRO Xの設定ではサーバーが shutdownするため、(2) (3) は確認できない場合が 

あります。  
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2. 待機系サーバーへのフェールオーバー確認 

 

前述の手順によりフェールオーバーとなり、[最終動作] に設定した [クラスターサービス停止と 

OS シャットダウン] が実行されますので、共有停止した 共有設定を再設定後、shutdown した 

サーバーを起動させてください。 

 

（１） 『CLUSTERPRO WebManager』のアラートログで以下のメッセージが出力されていることを 

確認します。 

メッセージ 

監視 srgstat_mon が異常を検出したため、システムのシャットダウンが要求されました。 

internalよりシステムのシャットダウンが要求されました。 

 

（２） 『CLUSTERPRO WebManager』 の [リロード] を選択し、以下の項目を確認してください。 

 

・Srgstat.exe 監視用のカスタムモニタリソース「srgstat_mon」のステータスが現用系、待機系にて 

「正常」であることを確認してください。 

 

 

 

以上で、動作確認完了となります。 
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9.3. CLUSTERPRO X4.1以降との連携手順 

9.3.1.  CLUSTERPRO X連携設定 

※ 以下は、CLUSTERPRO X 4.1 を例とした設定手順となります。 

CLUSTERPRO X のバージョンにより画面が異なる場合がありますが、同様の手順で設定可能です。 

 

本製品は、カスタムモニタリソースによる CLUSTERPRO Xとの連携を行うことが可能です。 

 

以下の作業は、CLUSTERPRO Cluster WebUI にて実施します。 

本書は、CLUSTERPRO Serverをインストールしたサーバーの実 IP アドレスを「192.168.11.100」、 

ポート番号を「29003(デフォルト値)」とした場合の例です。 

 

接続例)http://192.168.11.100:29003/ 

 

Cluster WebUI のメニューバーから [設定モード] を選択してください。 

 

また、本書ではCLUSTERPRO Cluster WebUI のモニタリソースの設定を以下としています。 

 

プロパティ 設定値 

タイプ (モニタリソースのタイプ) custom monitor 

名前  (カスタムモニタリソース名) srgstat_mon 

監視タイプ   非同期 

回復対象  LocalServer 

回復動作 最終動作のみ実行 

最終動作  クラスターサービス停止とOSシャットダウン 

 

上記設定を行うことによって、NASリソースの障害発生時にカスタムモニタリソース(srgstat_mon) が 

Srgstat.exe の消滅を検知して、現用系ノードを shutdown させた後、待機系へノード切り替えを行います。 

 

※ 本書で設定している各種プロパティの値は一例です。構築時にはそれぞれの環境に応じた値を 

設定してください。  
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1. システム定義ファイルの確認 

 

StorageSaverの設定を確認します。 

 

（１） StorageSaverのNAS監視用システム定義ファイル (srg.nas) にて NasDownAction が   

ServiceCmdEnable になっていることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

NasDownAction にServiceCmdEnable が設定されていない場合は、設定変更してください。 

 

設定ファイルを変更した後は、必ず、StorageSaverの再起動(サービスの再起動)を行う必要があります。 

 

（２） サービスの再起動 

 

・ StorageSaverを停止させます。 

 

以下のコマンドで停止させます。 

> net stop "HA StorageSaver" 

 

注意 : [ HA StorageSaver Srgwatch ] を起動している場合は、 

[ HA StorageSaver Srgwatch ] を停止後に、[ HA StorageSaver ] を停止してください。 

 

・[ HA StorageSaver Srgwatch ] の停止(コマンド) 

  > net stop "HA StorageSaver Srgwatch" 

 

・ StorageSaverを起動させます。 

 

以下のコマンドで起動させます。 

> net start "HA StorageSaver" 

 

注意 : [ HA StorageSaver Srgwatch ] を起動する場合は、 

[ HA StorageSaver ] の起動を確認後、 

[ HA StorageSaver Srgwatch ] を起動してください。 

 

・[ HA StorageSaver Srgwatch ] の起動(コマンド) 

  > net start "HA StorageSaver Srgwatch" 

 

 

  

######################################################################## 
# NAS Config  Area                                                             # 
######################################################################## 
NasMonitorInterval                  30 
SharedNameMonitorCmdTimeout     20 
TimeSharedNameMonitorError       90 
NasDownAction                   ServiceCmdEnable 

SrgnpingLogSize                   5 
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2. カスタムモニタリソースの作成 

 

Srgstat.exe を監視するカスタムモニタリソースを作成します。 

Cluster WebUI ツールバーのドロップダウンメニューより「設定モード」を選択します。 

 

（１） モニタの追加 「+」 をクリックします。 

 

 

（２） 「モニタリソースの定義」ダイアログボックスが開きます。 

「タイプ」で「カスタム監視」を選択し、「名前」にカスタムモニタリソース名"srgstat_mon"を入力し、 

次へ を押してください。 
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（３） 監視条件を設定します。 

[リトライ回数] を "0" 回に変更します。 

本書では、その他の項目はデフォルトのまま変更しません。次へ を押してください。 
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（４） 監視条件を設定します。 

[非同期] を選択し、編集 を押します。 

 

 

テキストエディターが開きますので、以下の内容で書き換えて、上書き保存してからファイルを閉じます。 

 
 
 

※本書では、StorageSaver のインストール先を(C:¥Program Files)として記述します。 

インストールパスにあわせて変更してください。 

※「echo START」などの既存の内容は削除してください。 

 

（５） 次へ を押します。 

 

"C:¥Program Files¥HA¥StorageSaver¥bin¥Srgstat.exe" –N -w 30 
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（６） 回復動作を設定します。 

[回復動作] で [最終動作のみ実行] を選択します。 

[回復対象] の 参照 を押し、表示されるツリービューで"LocalServer"を選択して OK を押します。 

[回復対象] に"LocalServer"が追加されたことを確認します。 

[最終動作] で [クラスターサービス停止とOSシャットダウン] を選択し、完了 を押します。 
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（７） モニタに、カスタムモニタリソースが登録されていることを確認します。 
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3. クラスター構成情報のアップロード 

 

（１） クラスター構成情報の内容を、CLUSTERPRO X本体の環境に反映します。 

「設定の反映」をクリックします。 

確認ダイアログが表示されます。「OK」をクリックします。 

 

 

 

クラスターサスペンド状態、またはクラスターを停止している場合は、 

クラスターリジュームもしくは、クラスターを開始してください。 
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（２） 設定が反映されていることを確認します。 

Cluster WebUI ツールバーのドロップダウンメニューより「操作モード」を選択し、 

以下の項目を確認してください。 

・ 現用系サーバー、待機系サーバーにて StorageSaver 監視用のカスタムモニタリソース 

「srgstat_mon」のステータスが「正常」であることを確認してください。 

 

 

以上で、CLUSTERPRO Xの設定は終了です。 
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9.3.2.  動作確認 

 

以降の手順で StorageSaver および CLUSTERPRO Xの設定の動作確認を行います。  

監視対象サーバーの共有停止により障害を発生させ、 

NASリソースの監視が異常となった場合のフェールオーバーが発生することを確認します。 

 

1. 現用系サーバーでの StorageSaver 動作確認 

 

監視対象サーバーの共有名監視が正常である状態の環境における動作確認手順を記載します。 

 

（１） 監視対象サーバーの共有設定を共有停止し、NASリソースの障害を発生させます。 

 

（２） 約 90 秒後に、PKGのステータスが downになることを確認してください。 

 

> 【インストールフォルダー】¥HA¥StorageSaver¥bin¥Srgadmin.exe  

(monitor status = TRUE) 
============================================== 
  protocol   : shared name  :  L status  :  P status 
============================================== 
PKG  :  nas001       :  down 
 SERVER   : 192.168.10.1 
  SMB      : smb1        : down       : down 
 

 

（３） 共有名の監視で障害を発生させた場合、イベントログ にメッセージが出力されます。 

以下のメッセージが出力されることを確認してください。 

 

イベントログ 

NASがDownになりました。(プロトコル=SMB,サーバー=192.168.10.1,共有名=smb1) 

 

 

（４） NASリソースの監視で障害を検出したサーバーが shutdown することを確認してください。 

 

※ 本書のCLUSTERPRO Xの設定ではサーバーが shutdownするため、(2) (3) は確認できない場合が 

あります。  
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2. 待機系サーバーへのフェールオーバー確認 

 

前述の手順によりフェールオーバーとなり、[最終動作] に設定した [クラスターサービス停止と 

OS シャットダウン] が実行されますので、共有停止した 共有設定を再設定後、shutdown した 

サーバーを起動させてください。 

 

（１） 『Cluster WebUI』 のアラートログで以下のメッセージが出力されていることを確認します。 

 

メッセージ 

監視 srgstat_mon が異常を検出したため、システムのシャットダウンが要求されました。 

internalよりシステムのシャットダウンが要求されました。 

 

（２） 『Cluster WebUI』 の [最新情報を取得] をクリックし、以下の項目を確認してください。 

 

・Srgstat.exe 監視用のカスタムモニタリソース「srgstat_mon」のステータスが現用系、待機系 

にて「正常」であることを確認してください。 

 

 

以上で、動作確認完了となります。 
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9.4. 障害解析情報の採取 

 

本製品運用中に何らかの障害が発生した場合は、情報採取を行ってください。 

 

StorageSaver本体に情報採取ツールを用意しております。 

ツールを使用して情報を採取される場合は、下記のマニュアルをご参照ください。 

「CLUSTERPRO MC StorageSaver 2.11 for Windows イベントログメッセージ一覧」 

4.1. 障害解析情報収集ツール 
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